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[高野山町石道と里石] 九度山駅岸冨岩箭～弘5

聖地へと続く
道しるべをたよ夕日こいざ出番!

慈J許院多′il堺の病､イF段の

申はとにある180MJイrは､

lliH鵬は｢Ej名称院｣といい､ LlltH,jJ-の　衣奉迎をのぼる域介､舶初

刑守i■irll榊】ゆかりの与で､矧^JC二は､　の叫IJlであるo食例外37軌

父IHl中の鵜や`il物館があり､ 4JJ卜11Jgl.､　胎機外180埠をかたどった

ぼたんの化が咲き.毎勺5115rlにはi7七　仏州√を起わす死′子は小川

Hf.号が1J-われ､ i'川H rll rなとの武者　イLYJlf:ィ,Ji他､町数,施j一翁､

行列が叫をねり嫉く｡　　　　　　　ifAuなとはJJl竹!J鮒7)｣の,Er

端野IJ lがfF･1■tの徴収や外雄との交渉の城としてLJ l紀においた:J麟所で､

市石野政所ともいわれた｡後に弘法人師が付公(阿ノJ氏)の没後､伽政
を班て､弥勤だ.僻を'安fr己したため､以徒女人禁別の/i-.r)野に対し､女人

A.']野ともよはれるようになり久†lの参引'#も多いo

田丹生官省符神社　　　　■勝利寺

感埠l乾から119段のFT-段をo)ぼっ

た6..]ht二あるn空軸が感林院創建

の時､その銚′:J'社として丹JL都比
･Jc. ll.11野御Tの　神笥を11hlった神

社｡什殿は輔WJ末期の建JJ.で巾紫

文化財に折起され､その他多数の
文化糊も収蔵されているo

ll展望台

ふ鶴田スポット

朝日･夕FuOO選にも選ばれ
ている朕TJスポyトですo

鮎の川流域が･tZlでき水か
ら楠本11i､砧野17町､かつ

らぎ町と南にはた■石野Jhがあ

り､見鳴らしはすばらしいo

弘法人BlT)ILt除糾箔を蹴る古LHkJl'野

火参道の文例r lで､ il王族､武L､

庶民の榔L'TEや参詣打でにぎわつ
たと仁えられる(,隣接地には私法

人軸が[ムえたといわれる(.1.1JA野紙の

1,E.承捕胸施設｢紙逝苑｣があり､

紙すき体験ができる｡

■1 63町石付近

眼卜に紀のIH､Ij･野を見卜ろし､和泉山

脈を･甥できる恥Ll迫の代衣的なilと勝

地である｡細']rLll分岐まで登り坂が続

くL,

■144町石と1里石

この六本杉の名称はllJくから

遡っているらしいが､六本だ

け形があったのではなく､こ

こに大杉の33'拝な舷木が拭い

ていたといわれている｡神域

刀/1▲郁比･)'C神社へも迎じる迫

としてH',lI;の利川符が多か-)

たとされている.1

大野の里～歴史と偉観の宝庫～
■西行堂

Ir.'Jy･山が女人禁制であったこと

からlh家して､いつのHか通え

ることを斌しみに[1:,lJNの雄に1】

む人が多く､滝1 1人迫を去:tいqOT,ll

け19歳で亡くなった枕折､ tlJ-'米

物語､掛1'JIu%火...Llの悲しい物諦

予言墨t黒L器Iyi.J._ ;I..ご

lJII塔なとがあるo

■丹生都比売神社

祭神､ )J/1榔比･)'tl命は人.I!(i人相の妹イぐとされ延子.(･凡^1人判だった.っ空

海が､この神の/-､ (:,')野rl)JN (5.3切明神)がかっていた.i.i.1.n2LJL･の犬に

特かれて7.13野にのぼったという諭まイ】名で,以来砧野の':j'渡御として

敬われたo

けJl祁比,Jt:神朴とlr:)

野山町イ7迫を称ぷ巻
u旨j臥,町イ1迫との介

洗地点には拝杜の遇
打のための　-ッ.1納i

が畑てられているo

弘盲去大師が建tlF.されたとlL.･わっているこの瓜帆ま､二つともホ■bさ約6mの

化繊7㌢製､ ･脚の･東さ約45トン｡現在は瓜輔に額はないが､ (.il鉛による

むかってf,.ほ144町4, 0才,･は感雌　　と丹JL入神を成るJl ′書都比IJ'a神社の一F･'b居とされている｡

院から､ 1甲(36町)のW.彬を示

す阻イ1｡春ともなればこの辺は､

ワラビ狩りで脱わうo

_ツー〔さんヰの近くにある休憩所｡大野の収

が　-甥できる展ttLfTも近くにあり､破れ

た体を舷すには絶好のポイントです｡



覧大師御廟(高野町) ※六彬～丹生都比売神社～ニッ鳥居ル_卜も記載

全国にこれだけ揃った町右もめずらしく､昭和40年3Jl､国の史跡に折延された｡なお､剛石と

ともに､36町(約4km)ごとに取石がたっている｡町Jj-は高野山枇本大塔を､丑石は慈韓院を

必点としている｡

ロ1 13町石と神EEl応其池

この神Illは､ rrl水1lFi浦汁ヒ･JL:fMlのご供米を爪る秘所と延められたため､

この地机となる｡桃LLJM別C､肘;f秀,1.公のころT.L'J=一人は,その米作に娘

ち.TL'Xjな超水の保/ICこと､この人池を偶築され､なお､水の札如.i)の神

といわれるilf女IL正1_を池の1'I:LにIInlり込めたとlJ､えられている｡

□神田地蔵堂
地JJ'i蛍は械純が日雀後,沌H

人道に　一Hあいたい女心から､

いにしえの時空を経て開かれた
山上の大宇宙
人々を魅了する漣を解き明かそう!

悶々このお紫へ少を運び人迫　I大門
を待ったとイムえられている-,

また､ここには､弘は人臥

Tを地裁､止､)仁上人がdltlられ

ている∩

ロニ里石　　　　{三里石　　　　■四里石

弘法大師の伝本を伝える三石
dl袈裟掛石

牧のような形をしているので桜
掛イTともいうo弘法人師が御袈
淡を掛けられたともいわれ､こ
の†1からは鵜野IrJのnlf浄紺界と

なるo　この子JJの卜をくぐれば尖

生するともrArい伝えられているo

なお､この才)は､公法掛イ∴　核

掛イT-.くくりf]-の3つの名称があ

るo

Ⅷ鏡石

27剛石近くの険しい所にあるo

面が奴のように平らなイIJで､こ
の石の角に粘ってIlj.F;{を唱える

とき､必ず悉地を得られる(成

成する)とのいわれがあるo

1押上石

弘法大師の母公が結非を乗り越
え人山されようとした時.激し
い`軌･r･]が火の雨となり親#:行の

大師は､この人解石を押し目デ
母公を隠まったといわれている0

両Tの跡が残っているo

- ヽ芋′

怠剛力士離

大門はfl:,j野山Ihの畝門で､

砧さ25.8m､法備迎良作の念

NrJ)J I`像をん_LTに安即したJTr

桝の楼門｡
現在のものは､ `鼓永2年(1705)

にJ]J-施され､昭利56年から解

体倦椎が行われ､昭和6】年10

月溝鼠ノ探みどりの杉･輪の
本山こ､朱色の楼PLは鰍S､々
とそびえ-ン.つ姿は､山中随･

の壮観｡

また門前からの奴繋が楽晴ら
しく､晴夫のUは遠く加入の

敵　淡路J:i,が眺繋できる｡

ふ夕日スポット

密教の都へタイムスリップしたよう

な夕ISuiがみれるo

斑パ密教の根本退場として創設され､朽野山全
体の中心をなすのがi削一徹憾o奥の院とともに
Itl6野1日の･大浄城であり､その小心である根本

大堺は第1さ4&5mの城容を諮るo

伽　伽　伽　o

r':JJ,'野IJlilhi',JL:の総本山で､ 11日_のほぼ中央にあるo弘法大師が(.■与野tLlを開

lqJした､l'T時は,全域を金剛峯､.Jと呼んだr,親船よ.佃野山節二世礎i:穴然人

徳(伝灯【祁ni)の軌ITrで､文禄2年(1593)凸脚.秀.tf-が亡付を供薙するために

臥).されたr-J厳,ト矧lトiAを明治2fFに介併し､令IxJの未,tJ;を代衣する総本山

となったo

■苅萱堂
ilj･.ur必心と才】釈丸の仁一

温ゆかりのお紫｡ ｢才1

滴九物語｣は[':,11野刑二

よって今田津々浦々に

諮られ､ '牧内にはこの

物.,奇を絵にした朝がい
くつも超卜けちれている｡

奥の院
奥の院は､ ▲の輪から弘法大師の御廟までの約2kmの浄城で､柄偶は必ず
ここで身心をととのえ礼拝する｡この-の機から奥の院までの参道の内側

には何t'1年も縦た老杉がそびえ､在隊さをたたえている｡その老杉のもと
には､欽T h'基を越えるあらゆる時代の栽柄が静かに眠っているr,

bL-の橋　　　　　　　　■叔尾芭蕉句碑

tl:JIl帖弦に架けられた桁で.この

楠を渡ると弘法大師の'&域に入り
ます｡栴板は､ 36枚で金剛界37竹

を表し､橋枚の射二は､それぞれ

仏YJが占Llされているので､僧侶は
-の梼とこの御朋橋を渡るときは

必ず礼拝をするo

御廟は大附F言仰の中心1聖地｡松軸､職細､摩旭の~ -:rllに囲まれたh地にあ

り､その11けそをilLJWEH･:lllが流れてる0人師御人起l臥　この他を人定御身

の地として自ら'kめられ､御人定後弟f･たちは､この地の定芳削二､位身と

全くJ&わらない定身を収め､その上に･:間四面の勧学を建て､ H々のお給

仕をたやさなかつたとd脇されてるoそびえる老形の陶から争亡､に祈る人々
に今もなにか..%りかけている,,
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☆春の花　頁日雇　　ボタン4月下旬
藩等院　　　　　サクラ4月上旬～中旬

丹生官省符神社　サクラ4月上旬～中旬

紙遊宛　　　　　ボタン4月下旬

丹生都比売神社　サクラ4月上旬～中旬

金Rlj垂寺　　　　サクラ4月中旬～下旬

金RIJ三昧院　　　シヤクナゲ4月中旬～下旬

くェ)夏の花　紙遊宛　　　菖蒲5月下旬-6月

虫秋の花　高野山周辺各所紅葉10胴-Il醐

高野山町石遭
平安時代､空海が真言密教の叔本道場として開創して以来､高野山は現

世浄土として広く信仰を集めている｡古くからこの聖地-向かう道は幾本もあ

ったが､それらは山に近づくにつれて合流､七つの道に集約されて山内に入

っていく｡その七つのうち九度山の慈尊院から山上西口の大門へ通じる表参

道を高野山町石造といい､開山のおり空海が木製の卒塔婆を建てて道しるべ

とした道である｡

鎌倉時代になって､朽ちた木の代わりに石造り五篇塔形の町石が-町(約

109m)ごとに建てられた｡町石は空海の生地讃岐産の高さ3m30cm角の花

尚岩｡山上の板本大塔を基点にし､慈尊院の石段途中を最後に180町右を
丁＼ ､二王､　建て､胎蔵界180尊にあて､さらに大塔から奥の院までの36町石を設け､金

剛界37尊とした.現在も焚字が刻まれた町石が残っているoはるばる参拝に

こられた人々は､空海自身が登ったこの道にたどり着いたとき､どんな心持だっ

ただろう｡ 37尊､ 180尊を表す町石自体が信仰の対象で､ 1町ごとに合掌しな

､　がら登山したという｡天皇､上皇から庶民まで参拝登山したこの道は､まさしく

二､　祈りの道､信仰の道であった｡

さて､山上は天下の霊場117の寺院や堂塔大伽藍があり､天然記念物でも

ある奥の院参道の杉並木の下には､諸大名をはじめとする数十万基もの供着

碑や歌碑､句碑がひっそりと立ちならび､心鎮まる別世界である｡奥の院は大
r-　　師信仰の聖域で､空海の廟所までの約2kmにわたる杉並木の参道が続き､

予　国宝の経堂や貧女の-燈が､ともる燈龍堂などがある.

■上古沢駅

南野山町石造を歩くにあたって､九度山駅から高野山まで一気に歩く､
健脚向きコースか､この駅を分岐点として分封で歩くといった楽し
み方もありますo

この場合は

◎第1日員のルートとして

九度山駅～古峠～上古沢釈
(逮中　舟生敵tbLJ'Tl.神社をを由します

◎第2日日のルートとして

上古沢駅～古峠
～大門～弘法大師御廟

了ノ
/　　′

さ｢高野セロ(高野街道)弘法大師人定以来､高野浄土信仰の広まりとともに､人々の

＼　　参拝が盛んになり､参拝者がたどった高野山への道で､主な＼　七つの道を高野セロとよばれていたoなお,高野山は女人禁

制であったため女性は山内に入れず､各入口には女性のため
の龍り堂として女人堂がつくられ､女人信者は御廟を拝みたい

と八乗蓮華の峰々をめぐる女人道をたどったといわれている｡

現在は不動坂口にのみ女人堂が残っているが､他の人口にも

女人堂跡は残っている｡

1人門Il　西口､大門また失立口といわれ.和歌山口､麻生津ロを含む乱

2不動坂H　京口また学文箱方面道を集約したもの｡

3 LET tr11日　大和ロまたは粉憧峠口ともいわれていた道0

4._　;湯川口､保田口,梁瀬ロともいわれていた道｡

5 1日の捕日　南谷方面を指し､水上峠､大枚峠などの道0

6人t･J I T　熊野口ともいい､南のろくろ峠を含む道0

7ノ､.日　東口､野川口を含む道｡

■その他　女人堂があるQ

金剛峯寺は全国に4000寺もある高野山真言宗の稔本山で豊臣秀吉が母

の菩提を弔うために建てた桧皮葺さの荘厳な建物o壇上伽藍は､本尊胎蔵

界大日如来と金剛界四仏を安置する巨大な根本大塔を中心にして､御影堂､

金堂などが立ち並ぶ.宇治平等院を摸した優美な霊宝館は,山内諸寺に伝

わる25,000点もの文化財を保管､展示している.国宝や重要文化財も多いo

大門は高野山の給門で5問重層の表参道の大楼門.高野山町石造は､なお､

ここから山内に入り､奥の院参道をへて御廟にいたる｡

この道は､平成16年7月に世界遺産に登鐘されたo

奥ので完倒 ��ｲﾒ�3b�JIP �3b�慈書院侭｣ �����九度山 ���

珪呼琵岱1 �6ふ���高野 灯B����ｳ"簫ﾓ��ｳR�かつらぎ 釘�

9一.-95 仞97亥"�5 剴�6-ー20 仞97亥"�5 

96 俘)nﾂ�1 �121.--144 �*�,(.x*ﾂ�24 

97-ー06 �*�,(.x*ﾂ�一〇 �145.-147 仞97亥"�3 

l07plO8 lD9.日(〕 幡ﾂ誥ﾇR�*�,(.x*ﾂ�1 2 �148-.183 l64-leo �*�,(.x*ﾂ�ｾ97亥"�l6 17 



J押上石　E･2　　　　lL鏡石　E-3

I引.Ji ≡...T.肘掛軌跡

■高野喪神スカイライン

､ヽ

/　＼- ＼･

甘丁石遭(国指定史跡地域)と五姶塔

■大門　E･4

麓の慈尊院から高野山-通じる180町の表参道を高野LLJ町右道といい､開山のおり空海が

木製の卒塔婆を建てて道しるべとした道で､鎌倉時代には､朽ちた木製の代わりに覚きょう上

人の発願により､ 20年の歳月をかけて､石造の五輪塔形の町石が1町(109m)ごとに建てら

れた｡

仏教では､ ｢宇宙を形成する物質は､空･風･火･水･地の五つの要素からなる｡｣と説かれ

ている｡この五つの構成要素を宝珠､半月､笠､円､方形にかたどったものが五穀塔である｡

それぞれの部分に空･風･火.水･地を意味する党字(サンスクリット文字)が刻まれている｡

奥の院参道には､多くの五台塔形の墓碑が見受けられる｡

1田_ /-二
㌧l十一悪霊等遠足　el.藩士肝細扇^/ ～

T根本大塔･御影堂･准既望

閏噛日脚聞脳
■ニー誓二..云

■三飴の松　　　　　　　コ金堂

L奥の院参道{-5二_Dこ5


